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1. 演者らは，各家庭における味つけ がその家独特 の

ものをもってお り, し かも代々伝承しているのでは ない

かとの観点から各家 庭で毎 目作られてい るみそ汁を材料

とし て， そ の塩辛 さ（食塩濃度）, 甘さ（糖量）， 旨さ

（水溶性 窒素量）を計測し ，春では塩辛さと甘 さが伝承

的要因 に負 うところ が大きい ことを明らかにし た。本 実

験は，以上 のこ とが夏 におい てもい えるかどうかをみる

た めに行 なった もので ある。

2. みそ汁を採取し た家 は，福 島県喜多方市 を中心 に

存在し ている16家系計87世帯（主 として農家）である。

この場合血縁関係がある家の群を１つの家系 と し て い

る。みそ汁は1966 年 ７月12～14 日の３日間採取し，で き

るだけ早く上記 ３成分 を計測した。

3. 各計測値をも とに分散分析を行なった ところ， 日

間の差異は全く認 められず，各家では用い られる実 の種

類 に関係なく毎日同じ ような塩辛 さ，甘 さ，旨さ のみそ

汁 を飲 んでい ることが わかった。 これに反 し家系間には

3成 分とも有 意差が認められ,みそ汁の味つけが伝承する

こ とが示唆 された。 また，家 系間×日間の交互作用はい

ずれ の成 分で も有意で なか ったので，家系 内分散に対 す

る家系間 の分散 の比率 をみたところ食塩濃 度と糖 量が有

意に大きかった。これ は前回 の春 の結果 と同じ であり,

これらで表わされるみそ汁の塩辛さ，甘さは伝承的要因

に支配される所 が大きい と考えられ た。


